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8 1 8 (1999)Ciconia : -（福井県自然保護センター研究報告）

渡り鳥保全調査報告 1997年度
＊－鳥獣保護区・休猟区の鳥類相Ⅳ－

１福井県自然保護センタ－

はじめに

人間活動と自然保護の調整は難しい問題であるが，行政としては，野生生物保護のため

に生息環境の保全や保護区の設定などを行なうことが必要である．そのためには，科学的

データが不可欠であり，少なくとも基礎となる生物相を把握しておくべきであろう．

福井県では，県内に生息する鳥類相を明らかにするために，1969年度よりガンカモ科鳥

類生息調査を，1977年度より渡り鳥保全調査を継続している．これらのうち渡り鳥保全調

査は，各年度に場所や環境を変えて実施されている．1986年度から1990年度までは山麓部

森林の，1991年度は都市部の，1995年度は海岸の，1996年度は亜高山の鳥類相について調

査されてきた（福井県県民生活部自然保護課 1989，福井県自然保護センター 1993，1994，

1997，1998）．しかし，鳥類の保護を行政に反映させるには，鳥獣保護区でのモニタリン

グが直接的で有効であり，1992～1994年度の3年をかけて鳥類相の調査が行なわれてきた

（福井県自然保護センター 1995 ，1995 ，1996）．今回は，設定予定の鳥獣保護区と主a b
な休猟区の鳥類相とその繁殖状況について調査してみた．

調査地と方法

調査は，1997年5月14日～8月18日の夏期と1997年11月3日～1998年2月4日の冬期に，福井

県内の7カ所の設定予定地を含む鳥獣保護区と12カ所の休猟区で行なった（図1，表1）．調

査地内に0.7～4.5 の定線を設定し，鳥類が出現しやすい朝方に歩いて，出現したすべkm
ての鳥類の種と片側25 （幅50 内）の個体数を記録した．また，営巣，育雛，巣立ち雛m m
を確認した場合に繁殖していると判断した．

結果と考察

記録された種とその学名および観察密度を表2に掲載した．

計11目31科83種の鳥類が記録された（表2）．福井県産の鳥類は，1982年から1997年まで

に計292種が記録されている（福井県自然環境保全調査研究会鳥獣部会 1998）．今回は，

そのうちの28.4 が記録されたことになる．これらのうち環境庁指定の「日本の絶滅のお%
それのある野生生物」の絶滅危惧ⅠＢ類のクマタカが前坂休猟区で，絶滅危惧Ⅱ類のハヤブ
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表1. 1997年度の渡り鳥保全調査の概要．
Table 1. Study areas, observers, dates and general results of the fiscal 1997 bird census.

調査地 ﾒｯｼｭ番号 調査者 調査日 調査距離(km) 種数 個体数
１ ２

Study area Mesh Observer Date Route length No. species No. individuals
number 夏期 冬期 夏期 冬期 夏期 冬期 夏期 冬期

Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Winter
1.龍ケ鼻ﾀﾞﾑ鳥獣保護区　　　371,399　　古畑重義 8/18 1/ 4 2.0 4.0 11 13 61 66
2.丸岡鳥獣保護区           469,470        〃　　　　5/14 1/30 4.0 2.0 17 17 73       92
3.文殊山鳥獣保護区（予定） 556 柳町邦光 7/13 12/20 2.5 2.5 20 19 105 174
4.東郷鳥獣保護区 477 〃 7/13 1/17 2.0 2.0 19 21 120 275
5.浄教寺休猟区　　　　  　 441,478　　吉村芳武 7/18 1/17 3.0 3.0 16 20 80 123
6.吉野休猟区 438,474 鈴川文夫 7/13 12/14 0.7 1.6 12 16 25 15
7.山王休猟区 352 〃 7/20 12/ 6 2.0 1.7 14 16 31 44
8.河和田鳥獣保護区（予定） 520 高田雄治 8/ 8 1/ 3 4.5 4.5 23 16 87 365
9.芳野ケ原鳥獣保護区（予定）180　　　 坪内和夫 8/ 1 11/ 3 4.5 4.5 17 15 61 115

10.黒谷休猟区 262 〃 7/31 11/24 4.0 4.0 21 15 147 61
11.真名川休猟区 188,211 三原 学 7/10 2/ 4 4.0 3.5 22 22 160 60
12.木根橋休猟区 178,179 〃 7/21 12/19 3.5 3.5 20 16 73 40
13.前坂休猟区 44,63　　　　 〃 7/ 7 12/16 3.5 3.5 17 16 67 34
14.菅生休猟区 388,389 横山大八 7/20 1/18 3.3 3.3 18 14 78 105
15.湯谷休猟区 794,795 吉田一朗 7/21     -       1.7      -       15       -       71        -
16.大王丸休猟区 851,852 〃 7/26     -       2.7      -       13       -       44        -
17.疋田休猟区 771,772 小嶋明男 7/20 1/10 2.5 2.5 18 24 69 125
18.岳山鳥獣保護区 958 〃 8/ 6 12/29 2.2 2.2 26 27 126 126
19.熊川休猟区 982,983 高橋繁応 7/19 1/17 2.0 2.0 10 9 18 19

計19カ所 11人 計36日 計11目31科83種
1：図1を参照．
2：福井県自然環境管理計画でもちいるメッシュ番号．
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サが岳山鳥獣保護区で記録された．

また，計1目4科4種の鳥類の繁殖が確認された（表2）．しかし，夏期に観察された種は，

その確認がなくても繁殖の可能性はある．

すべての鳥獣保護区で記録されたものはヒヨドリとホオジロで，以下，75.0 より高い%
観察頻度で，高かった順にキジバト，セグロセキレイ，ウグイス，トビ，シジュウカラ，

ヤマガラ，スズメ，ハシボソガラスであった．これらはすべて，本県では，ほぼ周年，観

察される種であった（福井県自然環境保全調査研究会鳥獣部会 1998）．

最も記録種数の多かった調査地は岳山鳥獣保護区で，計38種が記録された．次いで真名

川休猟区（計35種），疋田休猟区（計33種），文殊山鳥獣保護区（予定）（計28種），河和田

鳥獣保護区（予定）（計28種），黒谷休猟区（計28種）などが続いた．調査日時の設定や

調査者の識別能力の違いによる差も存在するが，休猟区でも多くの種の生息が確認された．

現在，各調査地での調査日数は，夏期と冬期の計2日だけであり，生息種を明らかにする

には不十分であり（大迫ほか 1996），さらに，種の識別や繁殖状況を明らかにするには，

標識調査も含めた精密な調査が必要である（大迫 1989）．また，鳥獣保護区や休猟区は，

鳥獣の保護・繁殖の目的で設定されたものであり（福井県 1997），そのためには，調査・

管理の体制も整備することが求められる．

謝 辞

現地調査を12人の方に行なっていただいた（表1）．ここに記して感謝する．

要 約

1997年度の夏期と冬期に，福井県内の計19カ所の予定地を含む鳥獣保護区と休猟区で鳥

類相とその繁殖状況を調査した．のべ36日の調査で計11目31科83種の鳥類が記録され，計

計1目4科4種の鳥類の繁殖が確認された．これらのうち，環境庁指定の「日本の絶滅のおそ

れのある野生生物」の絶滅危惧ⅠＢ類のクマタカが前坂休猟区で，絶滅危惧Ⅱ類の，ハヤ

ブサが岳山鳥獣保護区で，サンショウクイが文殊山鳥獣保護区と疋田休猟区で記録された．

これからはこれらの貴重種の保全も含め，鳥獣保護区や休猟区設定の目的を達成するため

に調査・管理ができるような体制を作ることが必要であろう．
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表2．鳥獣保護区（予定）と休猟区における鳥類リストとその観察密度（ ）(1997年)．n/ha
Table 2. List and observation density (n/ha) of birds recorded in wildlife protection areas areas (planned) and

temporary game preserve areas (1997).

鳥 獣 保 護 区 ・ 休 猟 区 （ 面 積 ） と 調 査 時 期 鳥 獣 保 護 区 ・ 休 猟 区 （ 面 積 ） と 調 査 時 期
Wildlife protection and temporary game preserve areas area and study season Wildlife protection and temporary game preserve areas area and study season( ) ( )

龍ケ鼻 ﾀ ﾞ ﾑ 丸 岡 文 殊 山 東 郷 浄 教 寺 吉 野 山 王 河 和 田 芳 野 ケ 原 黒 谷 真 名 川
Ryugahanadamu Maruoka Monjusan Togo Jokyoji Yoshino Sanno Kawada Yoshinogahara Kurodani Managawa

(夏期1 0 . 0 ) (夏期2 0 . 0 ) ( 夏 期 3.5 ) (夏期1 0 . 0 ) (夏期2 0 . 0 )ha ha ha ha ha
(冬期2 0 . 0 ) (冬期1 0 . 0 ) (12.5 ) (10.0 ) (15.0 ) (冬期 1 2 . 5 ) ( 冬期 8.5 ) (22.5 ) (22.5 ) (20.0 ) (冬期1 7 . 5 )ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha

目 科 種 名 学 名 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期
Order Family Species Scientific name Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Winter

Podiceps ruficollisｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ
ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ ○Phalacrocorax carbo
ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ 0.27 0.09Nycticorax nycticorax

ｱﾏｻｷﾞ 0.20 0 . 3 6 ○Bubulcus ibis
ﾀﾞｲｻｷﾞ 0.10 0.13 0.08 0.06Egretta alba
ｺｻｷﾞ 0.20 0.10 0.04Egretta garzetta
ｱｵｻｷﾞ 0.05 0.20 0.40 0.13 0.13 0.08 0 . 1 8 0.04 0.15 0.11Ardea cinerea

ｶﾞﾝｶﾓ ｶﾞﾝｶﾓ ｵｼﾄﾞﾘ ○Aix galericulata
ﾏｶﾞﾓ ○Anas platyrhynchos
ｶﾙｶﾞﾓ 0.05 0.20 0 . 0 4 ○Anas poecilorhyncha
ｺｶﾞﾓ ○Anas crecca

Anas streperaｵｶﾖｼｶﾞﾓ
ｶﾜｱｲｻ 0.06Mergus merganser

ﾜｼﾀｶ ﾜｼﾀｶ ﾄﾋﾞ 0.20 0.15 0.10 0.08 0.30 0.07 0.10 0.04 0.04 0.04 0.10Milvus migrans
ﾉｽﾘ 0.06Buteo buteo
ｻｼﾊﾞ 0.10Butastur indicus

Spizaetus nipalensisｸﾏﾀｶ
Falco peregrinusﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ

ｷｼﾞ ｷｼﾞ ﾔﾏﾄﾞﾘ 0.13 0.05Phasianus soemmerringii
ｷｼﾞ 0.10 0.40 0 . 0 4 0.20 0.40Phasianus colchicus

ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ ○Charadrius placidus
ｹﾘ 0.05Microsarcops cinereus

ｼｷﾞ ｸｻｼｷﾞ 0 . 0 4 0.04Tringa ochropus
ｲｿｼｷﾞ 0.05Tringa hypoleucos

Larus crassirostrisｶﾓﾒ ｳﾐﾈｺ
ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ ○ 0.10 0.10 0.60 0.32 0.32 0.50 0.33 0.07 1 . 1 4 0.08 0.20 0.35 0 . 2 2 0.09 0.22 0.18 0 . 7 0 0.05 0.25Streptopelia orientalis
ﾎﾄﾄｷﾞｽ ﾎﾄﾄｷﾞｽ ｶｯｺｳ ○Cuculus canorus

ﾂﾂﾄﾞﾘ 0.10Cuculus saturatus
ﾎﾄﾄｷﾞｽ 0.10 0.08 0.05Cuculus poliocephalus

Halcyon coromandaﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ
ｶﾜｾﾐ 0.07 0 . 1 8 0.13Alcedo atthis

ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱｵｹﾞﾗ ○ 0.08 0.24 0 . 2 9 0.08 0.20 0.35 0 . 0 4 0.08 0.08 0.15Picus awokera
ｱｶｹﾞﾗ 0 . 1 5 0.10Dendrocopos major
ｺｹﾞﾗ 0.20 0.16 0.10 0.10 0.33 0 . 2 9 0.10 0 . 0 5 0.05Dendrocopos kizuki

ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ 0.30Alauda arvensis
ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ 0.30 0.24 2.27 0 . 8 6 0 . 4 0 1.24 0 . 1 5 0.30Hirundo rustica *

ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ 0.04Hirundo daurica
ｲﾜﾂﾊﾞﾒ 2.50 0.50Delichon urbica

ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ 0.50 0.20 0.07 0 . 2 9 0.08 0.12 0 . 0 4 0.04 0.15Motacilla cinerea
ﾊｸｾｷﾚｲ 0.50 0.32Motacilla alba
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ 0.10 0.10 0.10 0.50 0.50 0.53 0.53 0.24 0.24 0 . 4 0 0.27 0.08 0.23Motacilla grandis
ﾀﾋﾊﾞﾘ 0.40 0.13Anthus spinoletta

ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ 0.08Pericrocotus divaricatus
ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ 0.20 0.35 0.40 0.40 1.84 1.30 2.50 0.47 0.80 1 . 1 4 0.80 0.80 0.47 0 . 2 7 0.04 0.31 1 . 3 0 0.45 0.25 0.46Hypsipetes amaurotis *
ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ 0.10 0.07 0.08 0.12 0.08 0.08 0.15 0.17Lanius bucephalus
ｶﾜｶﾞﾗｽ ｶﾜｶﾞﾗｽ 0.20 0.10 0.13 0.10 0.12 0.09 0.17Cinclus pallasii
ﾐｿｻｻﾞｲ ﾐｿｻｻﾞｲ 0.10 0.40 0.10 0.08 0.10Troglodytes troglodytes
ﾋﾀｷ ﾙﾘﾋﾞﾀｷ 0.56 0.12Tarsiger cyanurus

ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ 0.24 0.20 0.06Phoenicurus auroreus
Turdus daumaﾄﾗﾂｸﾞﾐ

ｸﾛﾂｸﾞﾐ ○ ○ 0.20Turdus cardis
ｼﾛﾊﾗ 0.32Turdus pallidus
ﾂｸﾞﾐ 0.10 0.20 0.08 0.05 0.23Turdus naumanni
ﾔﾌﾞｻﾒ 0.40 0.15Cettia squameiceps
ｳｸﾞｲｽ 0.05 0.05 0.32 0.48 0.30 0.10 0.07 0.20 0 . 0 4 0.31 0.04 0 . 9 5 0.10Cettia diphone
ｵｵﾖｼｷﾘ 0.35Acrocephalus arundinaceus

Regulus regulusｷｸｲﾀﾀﾞｷ
ｷﾋﾞﾀｷ 0.05 0.08Ficedula narcissina
ｵｵﾙﾘ 0.13 0.20Cyanoptila cyanomelana
ｻﾝｺｳﾁｮｳ 0.07Terpsiphone atrocaudata

ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ 0.20 0.48 1.12 0.22 0.71 0.45 0.11Aegithalos caudatus
Parus montanusｼｼﾞｭｳｶﾗ ｺｶﾞﾗ

ﾋｶﾞﾗ 0.20 0 . 2 9 0.20Parus ater
ﾔﾏｶﾞﾗ 0.20 0.10 0.15 0.20 0.32 0.56 0.50 0.20 0.47 0 . 2 9 0.08 0.09 0.08 0 . 2 5 0.20Parus varius
ｼｼﾞｭｳｶﾗ 0.40 0.40 0.40 0.40 0.20 0.60 0 . 5 7 0.24 0 . 0 9 0.22 0.22 0 . 2 5 0.55 0.06Parus major

Sitta europaeaｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ
ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ 0.10 0 . 5 7 0.15Zosterops japonica
ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ 1.40 0.05 0.48 0.32 0.20 0.70 0.13 0.33 0 . 8 6 0.50 0.12 0 . 4 9 0.09 0.40 0.98 1 . 2 0 0.65 0.06Emberiza cioides * *

ｶｼﾗﾀﾞｶ 0.25 0.20 0.24 0.80 1.00 1.06 0.18 0.18 0.75Emberiza rustica
ﾐﾔﾏﾎｵｼﾞﾛ 0.49 0.11Emberiza elegans
ｱｵｼﾞ 0.04 0.80Emberiza spodocephala

ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ 0.96 2.35Fringilla montifringilla
ｶﾜﾗﾋﾜ 0.25 0.40 0.32 2.90 0.40 0.07 0.53 0.30 0 . 2 2 0.84 0.13 0.18 0 . 2 5 0.10 0.06Carduelis sinica
ﾏﾋﾜ 4.80Carduelis spinus
ｲｽｶ 1.90Loxia curvirostra
ﾍﾞﾆﾏｼｺ 0.12 0.08 0.06Uragus sibiricus

Pyrrhula pyrrhulaｳｿ
ｲｶﾙ 0.16 0.10 0.20 0.07 0.10 0 . 0 4 0.04 0 . 5 5 0.10Eophona personata

ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ 0.20 0.50 3.00 1.76 3.20 11.00 0.27 2.47 0.64 0.35 0 . 1 8 13.33 0.85 0.57Passer montanus *
ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ 0.10 0.48 0.30 8.00 1.85Sturnus cineraceus
ｶﾗｽ ｶｹｽ 0.20 0.40 0.24 0.30 0.07 0 . 5 7 0.10 0.13 0.62 0.35Garrulus glandarius

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 0.15 0.65 0.20 0.16 0.24 0.30 0.80 0.20 0.20 0.82 0 . 2 2 0.84 0.13 0 . 1 0 0.25 0.29Corvus corone
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 0.80 0.15 0.10 0.30 0.24 0.16 0.30 0.20 0.24 0.10 0.24 0.30 0.11Corvus macrorhynchos

11種 13種 17種 17種 20種 19種 19種 21種 16種 20種 12種 16種 14種 16種 23種 16種 17種 15種 21種 15種 22種 22種
11目 31科 83種 計1 7種 計2 7種 計2 8種 計2 7種 計2 7種 計2 2種 計2 4種 計2 8種 計2 3種 計2 8種 計3 5種
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表2．鳥獣保護区（予定）と休猟区における鳥類リストとその観察密度（ ）(1997年)．(続き)n/ha
Table 2. List and observation density (n/ha) of birds recorded in wildlife protection areas areas (planned) and

temporary game preserve areas (1997). (continued)

鳥 獣 保 護 区 ・ 休 猟 区 （ 面 積 ） と 調 査 時 期 鳥 獣 保 護 区 ・ 休 猟 区 （ 面 積 ） と 調 査 時 期
Wildlife protection and temporary game preserve areas area and study season Wildlife protection and temporary game preserve areas area and study season( ) ( )

木 根 橋 前 坂 菅 生 湯 谷 大 王 丸 疋 田 岳 山 熊 川
Kinebashi Maisaka Sugo Yutani Dainomaru Hikita Takeyama Kumakawa

(17.5 ) (17.5 ) (16.5 ) (8.5 ) (13.5 ) (12.5 ) (11.0 ) (10.0 )ha ha ha ha ha ha ha ha
目 科 種 名 学 名 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 夏 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期

Order Family Species Scientific name Summer Winter Summer Winter Summer Winter Summer Summer Summer Winter Summer Winter Summer Winter
ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ 0.09 0.18Podiceps ruficollis

carboﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax
Nycticorax nycticoraxｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ
Bubulcus ibisｱﾏｻｷﾞ
Egretta albaﾀﾞｲｻｷﾞ

ｺｻｷﾞ 0.18Egretta garzetta
ｱｵｻｷﾞ 0.06 0.06 ○ ○ 0.18Ardea cinerea

Aix galericulataｶﾞﾝｶﾓ ｶﾞﾝｶﾓ ｵｼﾄﾞﾘ
ﾏｶﾞﾓ 0.73Anas platyrhynchos
ｶﾙｶﾞﾓ 0.45 0.55Anas poecilorhyncha

Anas creccaｺｶﾞﾓ
ｵｶﾖｼｶﾞﾓ 0.55Anas strepera

Mergus merganserｶﾜｱｲｻ
ﾜｼﾀｶ ﾜｼﾀｶ ﾄﾋﾞ 0.06 0.06 ○ 0.20 0.16 1.00 1.09 0.10Milvus migrans

Buteo buteoﾉｽﾘ
ｻｼﾊﾞ 0.16 0.36Butastur indicus
ｸﾏﾀｶ ○Spizaetus nipalensis

ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ 0.09Falco peregrinus
ｷｼﾞ ｷｼﾞ ﾔﾏﾄﾞﾘ 0.06 0.45Phasianus soemmerringii

Phasianus colchicusｷｼﾞ
Charadrius placidusﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ
Microsarcops cinereusｹﾘ
Tringa ochropusｼｷﾞ ｸｻｼｷﾞ
Tringa hypoleucosｲｿｼｷﾞ

ｶﾓﾒ ｳﾐﾈｺ 0.18Larus crassirostris
ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ 0.06 0.06 0.06 0.18 0.24 0.24 0.18 0.10 0.10Streptopelia orientalis

Cuculus canorusﾎﾄﾄｷﾞｽ ﾎﾄﾄｷﾞｽ ｶｯｺｳ
Cuculus saturatusﾂﾂﾄﾞﾘ

ﾎﾄﾄｷﾞｽ ○Cuculus poliocephalus
ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ ○Halcyon coromanda

Alcedo atthisｶﾜｾﾐ
ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱｵｹﾞﾗ 0.11 0.06 0.06 0.06 ○ 0.16 0.08 0.09Picus awokera

Dendrocopos majorｱｶｹﾞﾗ
ｺｹﾞﾗ ○ 0.06 0.17 0.11 0.06 0.12 ○ 0.32 0.32 0.27 0.45 0.10Dendrocopos kizuki

Alauda arvensisｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ
ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ 1.66 0.30 6.00 1.11 0.24 0.73Hirundo rustica * *

ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ 0.18Hirundo daurica
Delichon urbicaｲﾜﾂﾊﾞﾒ

ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ 0.06 ○ 0.23 0.30 ○ 0.24 0.09Motacilla cinerea
Motacilla albaﾊｸｾｷﾚｲ

ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ 0.11 0.17 0.11 0.12 0.35 0.15 0.24 0.27 0.20 0.20Motacilla grandis
ﾀﾋﾊﾞﾘ 0.09Anthus spinoletta

ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ 0.08Pericrocotus divaricatus
ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ 0.40 0.46 0.63 ○ 1.64 0.97 0.47 0.44 1.20 1.36 0.27 0.64 0.40 0.40Hypsipetes amaurotis *

Lanius bucephalusﾓｽﾞ ﾓｽﾞ
ｶﾜｶﾞﾗｽ ｶﾜｶﾞﾗｽ 0.11 0.11 0.06 0.06 0.08 0.10Cinclus pallasii
ﾐｿｻｻﾞｲ ﾐｿｻｻﾞｲ 0.29 0.17 0.06 0.16 0.09Troglodytes troglodytes
ﾋﾀｷ ﾙﾘﾋﾞﾀｷ 0.06 0.16 0.27Tarsiger cyanurus

ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ ○ 0.24 0.27Phoenicurus auroreus
ﾄﾗﾂｸﾞﾐ ○Turdus dauma
ｸﾛﾂｸﾞﾐ 0.06Turdus cardis
ｼﾛﾊﾗ 0.36 0.24 0.18Turdus pallidus
ﾂｸﾞﾐ 0.08 0.27Turdus naumanni
ﾔﾌﾞｻﾒ 0.17Cettia squameiceps
ｳｸﾞｲｽ ○ 0.23 0.18 0.18 0.12 0.44 0.16 0.36 0.36 0.20 0.10Cettia diphone

Acrocephalus arundinaceusｵｵﾖｼｷﾘ
ｷｸｲﾀﾀﾞｷ ○ 0.11Regulus regulus
ｷﾋﾞﾀｷ 0.06Ficedula narcissina
ｵｵﾙﾘ 0.29 0.06Cyanoptila cyanomelana

Terpsiphone atrocaudataｻﾝｺｳﾁｮｳ
ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ ○ 0.80 1.36 1.09 0.50Aegithalos caudatus
ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｺｶﾞﾗ 0.06 ○ 0.96Parus montanus

ﾋｶﾞﾗ ○ 0.06 0.70 ○ 0.08 0.20Parus ater
ﾔﾏｶﾞﾗ 0.23 0.29 0.06 0.17 0.12 0.36 0.48 0.96 0.27 0.18 0.20Parus varius
ｼｼﾞｭｳｶﾗ 0.17 0.06 0.11 0.30 0.67 0.24 0.07 0.16 0.64 0.55 1.27 0.20Parus major

ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ 0.06Sitta europaea
ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ ○ 0.48 0.82 1.55Zosterops japonica
ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ 0.40 0.40 0.24 0.55 0.24 0.44 0.40 0.48 0.45 0.36 0.20 0.10Emberiza cioides

ｶｼﾗﾀﾞｶ 0.91 0.32 0.36Emberiza rustica
Emberiza elegansﾐﾔﾏﾎｵｼﾞﾛ

ｱｵｼﾞ 0.79 0.08 0.18Emberiza spodocephala
Fringilla montifringillaｱﾄﾘ ｱﾄﾘ

ｶﾜﾗﾋﾜ ○ 0.35 0.80 0.27 0.55Carduelis sinica
Carduelis spinusﾏﾋﾜ
Loxia curvirostraｲｽｶ

ﾍﾞﾆﾏｼｺ 0.40Uragus sibiricus
ｳｿ 0.40Pyrrhula pyrrhula
ｲｶﾙ ○ ○ ○ ○ 0.24 0.27 0.20Eophona personata

ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ 0.29 0.17 0.79 ○ 0.39 0.48 0.88 1.64 0.73Passer montanus
Sturnus cineraceusﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ

ｶﾗｽ ｶｹｽ ○ 0.11 0.91 0.12 0.12 0.08Garrulus glandarius
ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 0.17 0.17 0.12 0.24 0.24 0.16 0.73 0.36Corvus corone
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ ○ ○ 0.08 0.40 0.18 0.09 0.10Corvus macrorhynchos

20種 16種 17種 16種 18種 13種 16種 13種 18種 24種 26種 27種 10種 9種
11目 31科 83種 計2 4種 計2 6種 計2 3種 計1 6種 計1 3種 計 3 3種 計3 8種 計1 4種

： 繁 殖 の 確 認 さ れ た 調 査 地 ．*



-6-

福井県自然保護センター. 1995 . 渡り鳥保全調査報告 1992年度－鳥獣保護区の鳥類相Ⅰa
－. 4 1 8.Ciconia : -

福井県自然保護センター. 1995 . 渡り鳥保全調査報告 1993年度－鳥獣保護区の鳥類相Ⅱb
－. 4 9 16.Ciconia : -

福井県自然保護センター. 1996. 渡り鳥保全調査報告 1994年度－鳥獣保護区の鳥類相Ⅲ

－. 5 1 7.Ciconia : -
福井県自然保護センター. 1997. 渡り鳥保全調査報告 1995年度－海岸の鳥類相－.

6 1 7.Ciconia : -
福井県自然保護センター. 1998. 渡り鳥保全調査報告 1996年度－亜高山の鳥類相－.

7 1 6.Ciconia : -
Strix :大迫義人. 1989. 鳥類相調査における捕獲，ラインセンサスと定点観察の特性. 8

179 186.-
大迫義人・納村力・多田雅充. 1996. 福井県の丘陵地における鳥類相の効率的な調査日数

と調査時期. 5 39 45.Ciconia : -

ⅣAvifauna of wildlife protection and temporary game preserve areas in Fukui
-Result of the fiscal bird census-1997

１Fukui Nature Conservation Center

The avifauna and breeding status were studied at seven wildlife protection areas hereafter(

abbreviated to w p a and temporary game preserve areas hereafter abbreviated to. . .) 12 (

t g p a in Fukui in fiscal A total of bird species of families of orders was. . . .) 1997. 83 31 11

recorded for a total of days in summer and winter of which breeding behaviours were36 ,

observed in four species of four families of one order There were recorded Mountain Hawk.

Eagles at Maisaka t g p a as endangered species IB Peregrine Falcons at Takeyama. . . . ,

. . ., . . . . . . . Ⅱ,w p a Ashy Minivets at Monjusan w p a and Hikita t g p a as endangered species
that Environment Agency has registered The avifauna including these species should be.

.monitored and conserved
1. 169 11 2, , 912 0131Minamirokuroshi - - Ono-shi Fukui -

Written by Yoshito Ohsako


